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徳
島
県
告
示
第
百
十
六
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
万
代
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気
（
電
力
量
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
電
力
で
あ
る
こ
と
。
）

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

三
、
四
〇
五
、
三
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

契
約
電
力

仕
様
書
に
よ
る
。

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
六
年
二
月
十
六
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

香
川
県
高
松
市
林
町
一
九
六
四
番
地
一

五

落
札
金
額

一
億
二
百
二
十
六
万
八
千
二
十
九
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日



徳
島
県
告
示
第
百
十
七
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
六
合
同
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

一
、
八
六
八
、
七
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

契
約
電
力

仕
様
書
に
よ
る
。

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
六
年
二
月
十
六
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
株
式
会
社

兵
庫
県
伊
丹
市
中
央
五
丁
目
五
番
十
号

五

落
札
金
額

五
千
六
百
五
十
七
万
千
九
百
四
十
九
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日



徳
島
県
告
示
第
百
十
八
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出

が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
三
月
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

廃
止
の
届
出

廃

止

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

の

受

理

日

年

月

日

有
限
会
社
野
木
介
護
セ

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
白
鳥
五

有
限
会
社
野
木
介
護
セ

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
白
鳥
五

訪
問
介
護

令
和
五
年
十
一

令
和
六
年
一
月

ン
タ
ー

五
八
番
地
一

ン
タ
ー

五
八
番
地
一

月
三
十
日

三
十
一
日

レ
リ
ー
プ
株
式
会
社

徳
島
市
沖
浜
町
明
治
開
三
四
二

ト
マ
ト
調
剤
薬
局
坂
野

小
松
島
市
坂
野
町
字
平
田
三
〇

居
宅
療
養
管
理

同

十
二

同

店

―
一

指
導

月
二
十
五
日

同

同

ト
マ
ト
調
剤
薬
局
国
府

徳
島
市
国
府
町
桜
間
字
登
々
路

同

令
和
六
年
一
月

同

店

八
―
一

十
九
日

同

同

ト
マ
ト
調
剤
薬
局
中
田

小
松
島
市
中
田
町
字
広
見
一
番

同

同

同

店

八
七

同

同

ト
マ
ト
調
剤
薬
局
鯛
浜

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
西
中
野

同

同

同

店

九
九
番
三



徳
島
県
告
示
第
百
十
九
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
三
月
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

指

定

介

護

予

防

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

廃
止
の
届
出

廃

止

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

の

受

理

日

年

月

日

レ
リ
ー
プ
株
式
会
社

徳
島
市
沖
浜
町
明
治
開
三
四
二

ト
マ
ト
調
剤
薬
局
坂
野

小
松
島
市
坂
野
町
字
平
田
三
〇

介
護
予
防
居
宅

令
和
五
年
十
二

令
和
六
年
一
月

店

―
一

療
養
管
理
指
導

月
二
十
五
日

三
十
一
日

同

同

ト
マ
ト
調
剤
薬
局
国
府

徳
島
市
国
府
町
桜
間
字
登
々
路

同

令
和
六
年
一
月

同

店

八
―
一

十
九
日

同

同

ト
マ
ト
調
剤
薬
局
中
田

小
松
島
市
中
田
町
字
広
見
一
番

同

同

同

店

八
七

同

同

ト
マ
ト
調
剤
薬
局
鯛
浜

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
西
中
野

同

同

同

店

九
九
番
三



徳
島
県
告
示
第
百
二
十
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を

求
め
る
た
め
の
事
前
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
一
の
と
お
り
公

示
し
、
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
二
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
三
月
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

届
出
事
項

１

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

徳
島
市
応
神
町
古
川
字
東
一
八
六
―
三

坂
東

善
則

同

字
戎
子
野
一
一
四
―
一
六

瀧
川

大
作

２

加
入
区

応
神
加
入
区

３

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称

応
神
町
漁
業
協
同
組
合

二

指
定
漁
船
調
書
の
縦
覧

１

縦
覧
期
間

令
和
六
年
三
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

徳
島
市
応
神
町
古
川
字
東
一
〇
五
番
地

応
神
町
漁
業
協
同
組
合



徳
島
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

徳
島
県
労
働
委
員
会
公
文
書
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
五
日

徳
島
県
労
働
委
員
会
会
長

豊

永

寛

二

徳
島
県
労
働
委
員
会
公
文
書
管
理
規
程

徳
島
県
労
働
委
員
会
公
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
徳
島
県
労
働
委
員
会
告
示
第
三
号
）
の
全
部
を

改
正
す
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第
十
七
号

。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
管
理
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
公
文
書
」
と
は
、
条
例
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
文
書
の
う
ち
、

徳
島
県
労
働
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
事
務
局
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取

得
し
た
も
の
を
い
う
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
及
び
徳
島
県
公
文
書

管
理
規
程
（
令
和
五
年
徳
島
県
訓
令
第
十
一
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
公
文
書
の
管
理
体
制
）

第
三
条

調
整
課
長
は
、
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
総
括
す
る
。

（
公
文
書
の
記
号
及
び
番
号
等
）

第
四
条

規
則
、
告
示
及
び
達
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
徳
島
県
労
働
委
員
会
規
則
」
、
「
徳
島
県
労
働
委
員

会
告
示
」
及
び
「
徳
島
県
労
働
委
員
会
達
」
と
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
公
文
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
記
号
を
付
す

る
も
の
と
す
る
。

一

達

「
徳
島
県
労
働
委
員
会
達
」
の
次
に
次
号
に
規
定
す
る
記
号
を
付
す
る
こ
と
。

二

委
員
会
が
発
す
る
公
文
書
（
前
項
に
規
定
す
る
公
文
書
を
除
く
。
）

別
に
例
式
が
あ
る
も
の
を

除
き
、
徳
労
委
の
記
号
を
付
す
る
こ
と
。

３

前
項
各
号
に
掲
げ
る
公
文
書
の
う
ち
、
秘
密
に
属
す
る
公
文
書
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ

た
記
号
の
次
に
「
秘
」
と
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

次
の
各
号
に
掲
げ
る
公
文
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
番
号
を
付
す

る
も
の
と
す
る
。

一

規
則
及
び
告
示

そ
の
種
類
ご
と
に
暦
年
に
よ
る
一
連
番
号
を
付
す
る
こ
と
。

二

達

年
度
に
よ
る
一
連
番
号
を
付
す
る
こ
と
。

三

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
公
文
書

別
に
例
式
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
年
度
に
よ
る
一
連
番
号
を
付
す
る
こ
と
。

５

第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
記
号
若
し
く
は
番
号
を
付
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る
公
文
書
又
は
軽
易
な
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
文
書
の
管
理
状
況
の
点
検
）

第
五
条

調
整
課
長
は
、
公
文
書
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
毎
年
度
一
回
、
点
検
を
行
う
も

の
と
す
る
。



２

調
整
課
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
公
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
知
事
の
事
務
部
局
の
例
に
よ
る
公
文
書
の
管
理
）

第
六
条

こ
の
規
程
及
び
別
に
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
知
事
の
事
務

部
局
の
例
に
よ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
徳
島
県
労
働
委
員
会
文
書
規
程
の
廃
止
）

２

徳
島
県
労
働
委
員
会
文
書
規
程
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号
）
は
、
廃
止
す
る

。



徳
島
県
収
用
委
員
会
規
則
第
一
号

徳
島
県
収
用
委
員
会
公
文
書
管
理
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
五
日

徳
島
県
収
用
委
員
会
会
長

松

尾

泰

三

徳
島
県
収
用
委
員
会
公
文
書
管
理
規
則

徳
島
県
収
用
委
員
会
公
文
書
管
理
規
則
（
平
成
十
三
年
徳
島
県
収
用
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
全
部
を

改
正
す
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第
十
七
号

。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
管
理
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
公
文
書
」
と
は
、
条
例
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
文
書
の
う
ち
、

徳
島
県
収
用
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
事
務
局
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取

得
し
た
も
の
を
い
う
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
及
び
徳
島
県
公
文
書

管
理
規
程
（
令
和
五
年
徳
島
県
訓
令
第
十
一
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
公
文
書
の
管
理
体
制
）

第
三
条

事
務
局
長
は
、
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
総
括
す
る
。

（
公
文
書
取
扱
責
任
者
及
び
公
文
書
整
理
担
当
者
）

第
四
条

委
員
会
の
事
務
局
に
、
公
文
書
取
扱
責
任
者
（
以
下
「
責
任
者
」
と
い
う
。
）
及
び
公
文
書
整

理
担
当
者
（
以
下
「
担
当
者
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

２

責
任
者
は
次
長
を
も
っ
て
充
て
、
担
当
者
は
事
務
局
長
の
指
定
す
る
者
と
す
る
。

３

責
任
者
は
、
事
務
局
長
の
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
。

一

公
文
書
の
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

二

公
文
書
の
処
理
の
促
進
及
び
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

三

公
文
書
の
整
理
、
保
存
及
び
移
管
又
は
廃
棄
に
関
す
る
こ
と
。

四

公
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

４

担
当
者
は
、
責
任
者
の
指
示
を
受
け
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
補
助
す
る
。

（
公
文
書
の
記
号
及
び
番
号
）

第
五
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
公
文
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
記
号
を
付
す
る
も
の
と
す

る
。

一

委
員
会
が
定
め
る
規
則

徳
島
県
収
用
委
員
会
規
則

二

委
員
会
が
行
う
告
示

徳
島
県
収
用
委
員
会
告
示

三

委
員
会
が
発
す
る
公
文
書
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

徳
収

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
公
文
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
番
号
を
付
す

る
も
の
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
公
文
書

そ
の
種
類
ご
と
に
暦
年
に
よ
る
一
連
番
号
を
付
す

る
こ
と
。



二

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
公
文
書

電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
年
度
に
よ
る
一
連

番
号
を
付
す
る
こ
と
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
記
号
若
し
く
は
番
号
を
付
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ

る
公
文
書
又
は
軽
易
な
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
文
書
の
発
信
者
名
）

第
六
条

公
文
書
の
発
信
者
名
は
、
会
長
名
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
事
案
の
性
質
又
は
内
容

に
よ
り
、
事
務
局
長
名
等
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
文
書
の
管
理
状
況
の
点
検
）

第
七
条

事
務
局
長
は
、
公
文
書
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
毎
年
度
一
回
、
点
検
を
行
う
も

の
と
す
る
。

２

事
務
局
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
公
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
知
事
の
事
務
部
局
の
例
に
よ
る
公
文
書
の
管
理
）

第
八
条

こ
の
規
則
及
び
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
知
事
の
事
務
部
局

の
例
に
よ
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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